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 岡山大学におけるハラスメントに関する取り組みは、1999 年 5 月 22 日に「岡山大
学セクシュアル・ハラスメント防止規定」が制定されたことにより、その第一歩を踏
み出した。2004 年 4 月 1 日にはアカデミック・ハラスメントを加えて、すべてのハ
ラスメントを防止する体制が整えられ、2008 年 9 月 27 日に至って、従来のセクシュ
アル・ハラスメント防止規定は「国立大学法人岡山大学におけるハラスメントの防止


















いたが、2015 年 4 月に「セクシュアル・ハラスメント」、「アカデミック・ハラスメ
ント」、「その他のハラスメント」の 3 類型に再構成した。 
	 現行の防止規定の第 2 条では、ハラスメントとは次の各号に該当するものと定めら
れている。 
１）セクシュアル・ハラスメント	 他人を不快にさせる性的な言動又は性別による差





	 イ	 他人に精神的又は身体的苦痛を与えること。 
	 ロ	 他人の職場環境、教育環境、又は研究環境を悪化させること。 
３）その他のハラスメント	 飲酒の強要、暴行、喫煙にまつわる不法行為又は誹謗、
中傷若しくは風評の流布等により、他人の人権を侵害したり、他人を不快にさせる
言動（前 2 号にあたるものを除く。） 
 
３．ハラスメントとの関わりと本研究の目的	 




	 	 	 2002 年 4 月～2010 年 3 月 
	 ２）セクシュアル・ハラスメント等防止委員会委員／ハラスメント防止委員会委員	 
2005 年 4 月～2014 年 3 月 
	 ３）ハラスメント防止対策室兼担教員	 2009 年 4 月～2014 年 3 月 
	 ４）その他 
	 	 	 セクハラホームページ WG 委員	 2005 年 4 月～2006 年 3 月 
ハラスメント防止対策室設置 WG 委員	 2008 年 10 月～2009 年 3 月 
 
3.2	 本研究の目的	 
























	 1999 年 11 月～2016 年 3 月までの期間に、ハラスメントとして留学生相談室に持




ースは比較的多い。筆者は、これら 114 件の事案に対して延べ 1,235 回の対応を行っ
た。 
表１	 ハラスメントの類型	  
類型	 件数	 延べ対応回数	 
①セクハラ	 22	 195	 
②セクハラ＋アカハラ	 1	 62	 
③アカハラ	 73	 762	 
④その他	 18	 216	 
合計	 114	 1235	 
114 件の事案のうち、セクシュアル・ハラスメント（以下「セクハラ」と略称）と
アカデミック・ハラスメント（以下「アカハラ」と略称）の双方が認められた事案が
1 件存在するため、事案の延べ数は、1)セクハラ 23 件、2)アカハラ 74 件、3)その他
18 件の合計 115 件であった。それでは、ハラスメントとして留学生相談室に訴えの
あったこれらの事案に関して、類型別にその詳細を検討してみることにする。 
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4.2.	 セクハラ事案	 
	 セクハラ事案 23 件（表１の①＋②）のうち、身体に触れる、性的な内容に言及す
るなどの性的な言動が 17 件、異性による付きまとい行為が 6 件であった。これらの
23 件の事案に、延べ 257 回の対応を行った。 
	 被害者に注目してみると、23 件のうち、女性が 20 件、男性が 3 件であり、留学生
17 件、留学生と日本人の双方 1 件、日本人 5 件であった。被害者が 1 人である事案
が 20 件、被害者が複数存在する事案が 3 件発生した。 
	 留学生の被害者 18 人（18 件）に着目してみよう。性別では女性 15 人、男性 3 人
である。出身地域別にみると、東アジア 7 人、中東 3 人、東南アジア、欧州、北米が
各 2 人、アフリカと中南米が各 1 人である。年齢別にみると、20 歳代が 12 人、30
歳代前半が 5 人、30 歳代後半が 1 人であり、平均年齢は 28.2 歳である。在籍身分は、
大学院正規生 8 人（修士課程 5 人、博士課程 3 人）（３）、研究生 3 人、日本語研修生 3
人、学部正規生 2 人、学部交換留学生 2 人である。専攻分野別では、文系 11 人、理
系 6 人、生命系 1 人である。 
表２	 セクハラ23事例の被害者と加害者	   
No.	 被害者	 加害者	 対応回数	 
1	 留学生	 外国人研究員	 4	 
2	 日本人学生・事務職員2人・学外者	 留学生	 7	 
3	 留学生	 学外者	 7	 
4	 留学生	 留学生	 2	 
5	 日本人学生	 留学生	 3	 
6	 留学生	 留学生	 2	 
7	 留学生・日本人学生3人	 留学生	 33	 
8	 留学生	 学外者	 6	 
9	 留学生	 留学生	 3	 
10	 留学生	 日本人学生	 5	 
11	 日本人学生（多数）	 留学生	 4	 
12	 留学生	 学外者	 18	 
13	 留学生	 留学生	 18	 
14	 留学生	 留学生	 53	 
15	 留学生	 指導教員	 62	 
16	 留学生	 学外者	 4	 
17	 留学生	 教員	 2	 








次に、加害者として訴えられた者 23 人（23 件）に注目してみよう。その内訳は、留
学生 12 人、日本人教員 2 人、外国人研究員 1 人、日本人学生 1 人、学外者 7 人であ
る。学外者の内訳は、会社員 3 人、地方公務員 1 人、無職の自称留学生支援者 1 人、
他大学教員 1 人、他大学留学生 1 人である。 
	 男性が被害者となった 3 件は、研究室スタッフから性的な質問やからかいが繰り返
される、研究室のパソコンでわいせつ画像を見る男子留学生がいて我慢できない、異
性に付きまとわれて困っている、という内容であった。 









4.3.1	 アカハラ事案(1)：相談のあった 74 件全体の概要	 
	 留学生からアカハラ被害の相談があった事案は延べ 74 件（表１の②＋③）である。
これらの 74 件の事案に、延べ 824 回対応した。 
74 件のうち 37 件は明らかに留学生側の訴えに理があり、問題解決に向けて適宜学
内の関係部署、すなわち、当該留学生の所属部局、保健管理センター、学生相談室、
ハラスメント防止対策室、国際課（旧留学生課、現グローバル・パートナーズ事務部）
などと連携協力して対処した。この結果、37 件中 30 件は留学生の要望に沿う形で決
着した。 
また、74 件のうち 25 件は、留学生が相談に訪れたことを指導教員や学部長などの
所属部局関係者には絶対に知られたくないと希望したため、訴えのあった内容につい
て事実確認ができなかった事案、或いは留学生と相手側にコミュニケーションギャッ
18	 留学生	 学外者	 4	 
19	 日本人学生	 留学生	 6	 
20	 留学生	 学外者	 4	 
21	 留学生	 留学生	 5	 
22	 教員	 留学生	 2	 
23	 留学生	 学外者	 3	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プの問題があり、必ずしもアカハラとは言えないと判断された事案である。単なるコ
ミュニケーション不足に起因すると思われるトラブルが 16 件存在した。このため、





62 件を占め（４）、次いで准教授、実験担当助教などの研究室スタッフ 7 件、教科担当
教員 2 件、研究室の先輩日本人大学院生 2 件である。残りの 1 件は、教授と准教授の
不仲が原因で研究室内の環境が劣悪である、という訴えであった。 
表３ アカハラ相談の件数   
内容	 件数：全体	 件数：指導教員が加害者	 
アカハラに該当する	 37	 28	 
どちらともいえない	 25	 23	 
アカハラに該当しない	 12	 11	 
合計	 74	 62	 
注）指導教員の数値には元指導教員1件を含む。	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 注）訴えのあった件数であり、アカハラに該当しないものも含む。 
図１	 指導教員によるアカハラ（N=62） 
 
4.3.2	 アカハラ事案(2)：アカハラに該当する 37 件	 
	 37 事例の被害者は全員留学生である。加害者は、①指導教員 28 件、②准教授以下
の研究室スタッフ 3 件、③研究室の異なる副指導教員 2 件、④元指導教員 1 件、⑤教
科担当教員 1 件、及び⑥同じ研究室の先輩日本人大学院生 2 件である（５）。被害を訴
えた留学生の内訳は次のとおりである。 
	 (1)性別 
	 	 男性 16 人、女性 21 人 
	 (2)年齢 
	 	 20 歳代 23 人（前半 9 人、後半 14 人）、30 歳代 13 人（前半 8 人、後半 5 人）、
40 歳代 1 人、平均年齢 28.8 歳 
	 (3)専攻分野 
	 	 文系 16 人、理系 11 人、生命系 10 人 
	 (4)在籍身分 
	 	 大学院レベル 32 人（修士課程 13 人、博士課程 12 人、研究生 5 人、日本語研修
生 2 人）、学部レベル 5 人（学部正規生 2 人、交換留学生 3 人） 
	 (5)出身地域 
	 	 東アジア 19 人、東南アジアとアフリカ各 5 人、中南米 3 人、中東 2 人、 
	 	 欧州、北米、オセアニア各 1 人 
	 (6)経費別身分 
	 	 国費 13 人 
	 	 私費 24 人（うち外国政府派遣 3 人、自費 21 人） 
	 (7)相談言語 
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 (8)対応回数 
	 	 10 回未満 27 人、10 回以上 10 人、平均対応回数 9.6 回 
	 10 回以上対応した 10 件について、表 4 にその概要を示す。10 件全てにおいて指導
教員（元指導教員 1 件を含む）が関係している。6 件については、指導教員の変更が
なされ、残りの 4 件についても被害を訴えた留学生が満足する結果が得られた。 
表４	 10回以上対応したアカハラ事案	   
No.	 加害者	 内容	 対応結果	 対応	 
1	 指導教員	 指導放棄（＋セクハラ）	 大学による処分と指導教員の変更	 62	 
2	 指導教員	 人格否定発言の繰返し	 卒業まで部局長自身が親身に対応	 32	 
3	 指導教員	 指導放棄と人格否定発言	 部局長による厳重注意と指導教員の変更	 	 27	 
4	 元指導教員	 学位審査へのいやがらせ	 部局長による厳重注意	 21	 
5	 指導教員	 指導放棄	 部局長による厳重注意と指導教員の変更	 20	 
6	 指導教員	 指導放棄	 部局長による厳重注意と指導教員の変更	 19	 
7	 指導教員+准教授	 研究手法の違い	 部局長による厳重注意と指導教員の変更	 18	 
8	 指導教員	 専門領域の違い	 部局長による指導教員の変更	 15	 
9	 指導教員	 不適切な学位論文指導	 部局長による厳重注意	 14	 
10	 指導教員	 研究手法をめぐるトラブル	 部局長による実質的な指導教員の配置	 11	 
 







は 7 件に過ぎない。 
	 相談に訪れた 25人の留学生の内訳をおおざっぱに紹介すると、次のとおりである。
性別は男性 12 人、女性 13 人。年齢は 20 歳代 19 人、30 歳代 5 人、不詳 1 人で 24
人の平均年齢は 28.1 歳。専攻分野別では、文系 4 人、理系 8 人、生命系 13 人。在籍
身分別では、大学院レベルが 24 人（博士課程 16 人、修士課程 5 人、研究生 3 人）、
学部生 1 人。出身地域は、東アジア 11 人、中東とアフリカ各 4 人、中南米 3 人、欧
州 2 人、東南アジア 1 人。経費身分別では、国費 11 人、私費 13 人（外国政府派遣 1
人、自費 11 人）、不詳 1 人。 
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4.3.4	 アカハラ事案(4)：アカハラに該当しない 12 件	 






















	 その他のハラスメント事案 18 件の内訳は、(1)金銭トラブル 8 件、(2)暴力を伴うケ
ンカ 5 件、(3)誹謗中傷・名誉棄損 2 件、(4)外国人差別 2 件、(5)家庭内暴力 1 件であ
った。これら 18 件に延べ 216 回の対応を行い、うち 7 件に 10 回以上対応した。 
	 金銭トラブル 8 件のうち、5 件が留学生同士、3 件が留学生と市民のトラブルであ
った。また、6 件は被害者が留学生であり、他の 2 件は被害者が市民である。(1)の中
の 4 件は金を借りた側が同一留学生 A さんであり、そのうちの 1 件については未返済
のまま帰国した（６）。 
	 暴力行為を伴うケンカ 5 件は、留学生同士 3 件、留学生が加害者で日本人学生が被







てだけでも 23 回の対応を行った。 























学生及び関係者のプライバシーを守るためである。ハラスメント事案 114 件（延べ 115
件）は、岡山大学のハラスメントの定義に従うと 3 つの類型に分けられる。すなわち、
セクハラ、アカハラ、その他である。 
	 セクハラ事案 23 件のうち、留学生が被害者となった事案が 18 件、留学生が加害者





	 アカハラ事案として留学生相談室に持ち込まれた 74 件は大きく 3 つに分類できる。
すなわち、(1)アカハラに該当する事案 37 件、(2)アカハラに該当するかどうか判断の





員が厳しい」が 9 件に対して「指導放棄」は 1 件であり、(2)の特徴に共通している。
ちなみに、(2)は生命系の留学生が 5 割強を占めている点が特徴的である。理系・生命
系では「指導が厳しい」傾向が、文系では「指導放棄」の傾向が強かった（７）。また、





	 その他の事案 18 件では、金銭貸借トラブル 8 件及び暴力事件 5 件が目に付く。学
外で発生した暴力事件 2 件は、いずれも留学生が加害者で本学に在籍する日本人学生
が被害者であったことから筆者は加害者と被害者の双方への対応を迫られた。そのう
ちの 1 件では、当該事案終結後も数年に渡って別途の対応を余儀なくされた。 
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5.2	 類型別解決率に関する考察	 
	 次に留学生相談室へハラスメント事案として持ち込まれた延べ 115 件について、類
型別の解決率について考察してみよう。 




の連携で解決したものが 10 件、加害者に対する筆者の警告で解決したものが 6 件、
筆者のアドバイスに基づいて被害者が自力で解決したものが 3 件、大学による正式処





	 アカハラ事案として相談を受けた 74 件については、5 割強に当たる 38 件が解決し
ただけである。その中で、アカハラに該当する事案 37 件については、約 8 割の 30 件
を解決することができたが、アカハラかどうか判断がつかない事案 25件については、
3 割弱の 7 件のみが解決に至った。相談に訪れた留学生が指導教員をはじめとする所
属部局関係者には内密にして欲しいと希望した事案が 25 件の約 7 割を占めたため、
関連情報の収集ができず、こうした事案では被害を訴えた留学生に対して指導教員や
研究室スタッフとのコミュニケーションを十分にとるように、とアドバイスするしか
なかった。アカハラに該当しない事案 12 件については、わずか 1 件が解決しただけ
である。半数の 6 件で 10 回以上の対応を余儀なくされ、対応に苦慮した事案が 4 件
存在した。 














































	 本稿では 1999 年度後半から 2015 年度にかけて、留学生相談室が関与した 114 件
（延べ 115 件）を整理・分析した。アカハラの訴えのあった事案が全体の 65％、セ






















	 114 件の事案のうちアカハラに該当しない 12 件及び疑わしい 25 件を考慮すると、
77 件～102 件が本稿の検証期間である 16 年半の間に発生し、且つ、留学生相談室に
持ち込まれたハラスメント該当事案である。平均すると年間発生件数は 4.7 件～6.2
件である。この期間内に岡山大学には概ね 500 人余りの留学生が在籍しており、年間





(2)筆者は、1999 年 11 月～2014 年 3 月までセンター所属の留学生指導担当教員（定員 1 名）＝留学生
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